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1.神様の契約 2.福音を味わうこと 3.確信の味わい
▲神様の契約は、神様の国とたてること。サタンの国を

潰すことである。これが教会の目的である。

1)救われた目的は、サタンの国を砕いて日本を救い出す
為である(ヨシュア 1：3-4)
(1)ビジネスをするのも神の国を立てるためである。
(2)多くの人々が何かの宗教に囚われてきた。
－創価学会、天理教、幸福の科学、無神論 等

－そのような人たちを救い出すことが目的である。

(3)悪魔、悪霊に敵意を持つときに勝利をする(創 3:15)。
－勝つしかない戦いに挑んでいる。

2)教会は少数であるが、数に騙されるなと言っている。
－サタンと戦い、サタンに勝利をする(民 14：8)
―サタンと戦おうとすると勝利をするしかない。

▲救われた私達が何をするべきか。律法を口ずさむことである(ヨシュア 1:7－8)。
旧約時代の律法は、新約時代では福音である。

〇福音を昼も夜も味わうのであれば勝利を出来る。福音について感謝が生まれる

ほどまでに、福音を味わうことが出来るように。

1)完了ーすべての問題解決者(創 3:15、マタ 16:16、ヨハ 19:30)
(1)キリストはすべての問題を解決をして下さった方
(2)全ての問題を完了して下さったことを昼も夜も覚えるように。
(3)インマヌエルをする理由は、感謝があふれるようにすることである。
(4)罪を解決したことを昼も夜も思い出すように。

2) インマヌエル(共に)(ヨハネ 14:16、ヨハネ 14:20)
(1)インマヌエルを味わうように
(2)人々は、生まれながらにして、不安と恐れを抱いている。
－それがトラウマになって、精神的な病となっていく。

(3)神様が共におわれることを分かると、右脳が発展をする―平安が生まれる。
(4)神が共におられることを味わうとトラウマが癒されていく。感謝が生まれる。
(5)精神問題はインマヌエルを味わうと癒されていくようになる。
―主が共にいることを毎日考えるように。

3)キリストと連合(ヨハネ 15:5、ローマ 6：4―5)
(1)主が私の人生を代わりに生きるようにして下さった―キリストと連合
(2)生きずらい世の中になっている。
(3)自分が主人であるので生きづらい世の中になっている。
―私はイエス様と共に死んで、イエス様と共に蘇らせて下さった。

(4)神様であるのでどんな中でも勝利するようにして下さった。
(5)私の家庭をイエス様が導いて下さる。

4)神の子ども(ローマ 8:15)
(1)私達を神様の子ども、神様の養子としてくださった
(2)神様の子供は何も恐れるこはない。
(3)イエスキリストの霊を受けたので大胆に歩むことが出来る。
(4)祈りの答えをイエス様のように受けることが出来る。
－サタンの国を砕く祈りをするように。

5) 神の愛(1ヨハネ 4:18-19)
(1)神様との関係がより深まっている。イエス様を愛する愛が深くなる。
(2)私達は福音を良く聞く時に喜びと愛が生まれる。
(3)福音を毎日口ずさむ時に幸せになる(ヨシュア 1:8)－恐れが消える。
(4)神様の願い通り、サタンの国を征服して神の国を立てるように。
―福音を味わうほどに伝道対象者に対する思いが出てくるようになる。

(5)神様を愛するほど、キリストの人格になるようになる。

▲確信が生まれてくるようになる。

1)敵対する者がない(ヨシュア 1：5)
(1)一生の間、私達の前に立ちはだかる敵は
いない。

(2)私の人生は使命のためである。
2)主の使命のために立ちはだかる敵はない。
(使徒 18：9-10)
(1)私は神様の働きをしている為である。

2)共にいる(ヨシュア 1:8、1:9)
(1)主が共におるので強く雄々しくあれ。
－私達は勝利することが出来る。

(2)サタンの国の中で苦しむ人たちを救い
出すことが私たちの人生の目的である。

(3)この働きのために、主が共におられる。
―昼も夜も福音を味わうように。

3)強く、大胆にせよ(ヨシュ 1:6、1:7、1：9)
(1)ただ強く雄々しくあるように。
(2)主が共にいるので恐れてはならない。
(3)私達はサタンの国が砕いていくべき。
―仕事を通して、悪魔の国を打ち砕く。

(4)神様の力を祈りをする時に体験できる
－福音を味わう祈りをするように。

▲結論

(1)教会は、サタンの国と戦えば何も立ち
はだかる者はいないように守って下さる。

(2)サタンの国と戦う使命がある者を
主は祝福をして下さる。

(3)福音を聞くと戦う力が生まれる



現場地教会（2020 年 12 月 27 日～2021 年 1 月 2 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「サタンの国を征服する教会」(ヨシュア 1：3-9)

【讃美】 402 主が進めよと

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ：「サタンを踏み砕く」ローマ 16:20、

「次世代を生かす歩みとなる 30 年」ローマ 16:25-27

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. 王なるキリストがサタンの奴隷から私を救ってくださり、さらに私
を通してサタンの国になっている家庭・職場・現場が神の国になるこ

とが、変わらない神様の契約であると堅く信じます。

2. すべての問題の解決者キリストが私と共におられ、連合され、キリ
ストと同じ身分と権威を持つ神様の子供にしてくださり、恐れの律法

ではなく愛の福音をくださったことを感謝します。

3. この福音を 24時間味わうことで、主が共におられるので誰も立ち
はだかる者はないという強い確信を持ち、神様がくださる力で宗教で

働くサタンと戦い、神の国を立てる答えを受けますように。

お知らせ

1．12 月 28 日 青少年修練会

2．元旦メッセージ

(1)1，2 講義 12 月 31 日 19:00～

(2)3 講義 1月 1 日 10:00～

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


